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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インスリン、ソマトスタチン、グルコキナーゼ、膵島アミロイドポリペプチド、およびグルコーストランスポーター2型など、いくつかの遺伝子の転写活性化因子です。 コードされる核タンパク質は膵臓の初期発生に関与しており、インスリン遺伝子発現のグルコース依存性調節において主要な役割を果たします。インスリン、ソマトスタチン、グルコキナーゼ、膵島アミロイドポリペプチド、およびグルコーストランスポーター2型遺伝子の転写を活性化します。特に、インスリン遺伝子転写のグルコース依存性調節に関与しています。膵臓腺房細胞内のPDX1:PBX1b:MEIS2b複合体の一部として、ELA1エンハンサーの転写活性化に関与しています。この複合体はエンハンサーBエレメントに結合し、エンハンサーAエレメントに結合した転写因子1複合体（PTF1）と連携します。DNAモチーフ5'-[CT]TAAT[TG]-3'に優先的に結合します。発生過程においては、膵臓上皮の初期段階を規定し、その増殖、分岐、そしてその後の分化を可能にする。成体段階では、β細胞のホルモン産生表現型の維持に必要となる。
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	(1) Caco-2細胞溶解物、(2) BxPC-3細胞溶解物中のPDX1のウエスタンブロット解析。

